
施策 重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

令和７年度　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立摂陽小学校】                                                                                               

重点目標

教育目標 やさしく かしこく すこやかに――命を大切に・人を大切に・物を大切に――

・学校として朝学習などで重点的に

　取り組む計算課題や小テストのお

　直しの仕方を再検討する。

・朝学習等で「聴きタイム」を継続

　的に実施し、全学年で話す・聞く

　力の基礎を定着させる。低・中学

　年では聴く姿勢を徹底し、高学年

　ではホワイトボード等を活用して

　意見を整理・統合する活動を取り

　入れ、考えを深める力を育成す

　る。

・読み聞かせや読書活動を通して語

　彙や表現力を高め、日記等の文章

　を共有する場を設けて友だちの良

　い表現に気付かせる。また、国語

　科で学んだ表現の効果を繰り返し

　活用し、読み手を意識した文章を

　書く力を育成する。

・児童の学習状況を把握し、適切な

　声かけを行うとともに、宿題や隙

　間時間をその他のアプリも活用し

　て学力の定着を図る。また、業務

　改善を進めて授業準備の時間を確

　保する。

・端末や環境の更新やDXの推進，新

　学習指導要領の動向に合わせた研

　修を行う。また，実現可能なICT

　の活用方法を研修に取り入れる。

・デジタルドリルの活用について

　は，今後も継続して教職員に働き

　かけていく。

・ハードウェアキーボードの活用

　は，ローマ字を覚えることとキー

　ボードの位置を覚えることの２点

　が必要である。定期的に行う活動

　などを検討していく。

・使用方法について広めることや使

　用場面の提案を行っていく必要が

　ある。日々新しくなる環境に対応

　するために計画的な予算編成を行

　う。

・児童が「話したい」と思える目

　的・場面・状況を意図的に設定す

　る。

・会話を継続するためのストラテ

　ジーを、より明示的に指導する。

・スモールトークタイムを活用し、

　教師の英語を推測させたり、学ん

　だ語句を文章にして復唱させるこ

　とで、多様な英語表現に慣れ親し

　ませる。

（1）基本的人権が尊重される教育の推進
（2） 一人ひとりのニーズを把握し、適切な教育支援を行う「特別支援教育」の推進
（3）わかる授業の創造による、生きてはたらく学力の育成
（4）心ふれあう仲間づくり
（5）基本的な生活習慣を身につけさせる
（6）心を育てる美しい環境づくり
（7）命を守る安全教育の推進
（8）健やかな体づくり

実施施策の目標
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「確かな学力」の育成

①授業改善
②誰一人取り残さない
　取組
③学校・家庭・地域の
　連携
④情報活用能力の育成
⑤英語教育の充実
⑥デジタル化の促進

①基礎的、基本的な知識・技能

　を習得させる。

①思考力・判断力・表現力を育

　てる授業を展開する。

②児童の態様を的確に把握し、

　個別最適な学習を実施する。

③家庭と連携し、家庭学習の習

　慣づけを図る。

④教育のDX化に取り組み，校

　務・授業の両面からICTの活

　用方法を探究する。

⑤コミュニケーションを図る基

　礎となる資質・能力を育成す

　ることを目指す。

⑥デジタル化の促進

・朝学習での計算練習や漢字小

　テストによる定着度確認を行

　う。

・朝学習において「聴きタイ

　ム」を実施し話す・聞く力の

　基礎の向上を図る。

・日記を中心に書く活動の機会

　を確保する。

・スクールタクトやドリルパー

　クを活用し、児童が自分に

　あった課題に取り組めるよう

　課題を工夫する。

・児童支援担当と担任で連携を

　取りながら、ステップルーム

　（別室）でも学習活動を継続

　できる環境づくりを進める。

・児童の実態に応じて、可能な

　範囲で宿題の量や内容を調整

　し、家庭学習に自信を持って

　取り組めるようにする。

・ICT機器や各アプリケーショ

　ンの具体的で効果的な活用に

　ついての研修を実施する。

　

・デジタルドリルを全ての児童

　が使用できるようにする。

・中学年以降はハードウェア

　キーボードでのローマ字入力

　を使用できるようにする。

・児童用端末の更新や教育DX化

　の推進に伴い年度末から来年

　度にかけて徐々に環境が変化

　する。そのため，教職員や児

　童，保護者への情報の共有を

　適宜行っていく。

・発話の機会を多く設けるとと

　もに、ゲームを通じて発話の

　機会を増やしたり、授業始ま

　りの挨拶を英語でするなどし

　て、基本的な表現の定着を図

　る。

・各単元における計算分野の正

　答率が90％以上、漢字小テス

　トの正答率が90％以上にな

　る。

・友達と考えを聞き合うことを

　通して、自分の考えを広げた

　り深めたりすることができ

　る。

・自分の考えや思いが読み手に

　伝わる文章を書くことができ

　る。

・児童アンケート「先生は教え

　方をいろいろ工夫している」

　への肯定的な回答が90％以上

　になる。

・適宜研修を行い，担当の作成

　するリーフレット等できめの

　細かい研修を目指す。

・デジタルドリルの活用率を

　100％にする。

・ICTでの作文や文字入力の機会

　で困っている児童を10%程度に

　留める。

・教職員向けアンケート「ICT機

　器を，校務と授業の両面から

　効果的に取り入れている。」

　の肯定的評価が90％を超える

　ようにする。

・新しいICT環境において，困っ

　ている教職員や児童，保護者

　の数を10%程度に留める。

・外国語の表現活動を通して、

　コミュニケーション能力を養

　い、中学年は２～３往復、高

　学年は４～５往復の会話のや

　りとりができる。

B

 

・低学年では、計算分野・漢字小テ

　ストともに90％の正答率である

　が、高学年では、計算分野におい

　て90％以上の正答率は実現できな

　かった。漢字小テストでは、おお

　むね90％の正答率であるが、活用

　できる知識にはなっていないよう

　に思われる。

・低・中・高学年で聞き合いの姿が

　育ってきた一方、取組の定着には

　学年差があり、低学年では話し

　方、高学年では意見を深める力に

　課題が残っている。

・全学年で書くことへの抵抗感は薄

　れてきたが、語彙や表現の不足か

　ら、読み手を意識した文章表現に

　は課題が残っている。

・児童アンケートの肯定的回答率は

　90％を達成したが、個別対応の継

　続や授業準備時間の確保など、教

　員側の体制には課題が残ってい

　る。

・今年度は端末更新やDX推進に伴う

　環境整備に注力した。来年度は新

　しい学習指導要領の動向を踏ま

　え、計画的な研修を行う必要があ

　る。

・デジタルドリルは、児童全員がい

　つでも活用できる環境を整えるこ

　とができ、冬休みの宿題にも

　iPad課題を取り入れた。

・パソコンやタブレットでローマ字

　入力ができるという肯定的意見は

　74％にとどまり、伸び悩んでい

　る。

・教職員アンケートでは、ICTを校

　務・授業の両面で効果的に活用し

　ているとの肯定的評価は87％で

　あった。一方で、操作理解や活用

　場面のイメージ不足が課題として

　挙げられ、今後もICT環境の更新

　が求められる。

・台湾の小学校との交流や、日本語

　が分からないALTとのやりとりで

　は、会話を続けようとする積極的

　な姿が見られた。

・慣れ親しんだ表現については、進

　んでやりとりを行い、リアクショ

　ンを意識する様子が見られた。

・日常場面では自発的な会話の広が

　りが少なく、文章で話したり質問

　をして会話をつなげたりする点に

　課題が見られた。



「健やかな体」の育成

①児童生徒の体力向上の
促進
②発達段階に応じた
健全な食育の推進

①自ら進んで体力を向上させ

　ようとする児童を育てる。

・児童の体力、筋力、筋持久

　力、柔軟性を伸ばすためのせ

　つトレを毎月種目を変えなが

　ら実施。

・委員会活動による全校遊び

　や、定期的な外遊びの推進

・児童が安全に体育の授業や休

　み時間の遊びに通り組めるよ

　う、クラスの備品の配備や、

　遊具、体育器具の点検を実

　施。

・各クラスの体育授業において

適切なトレーニング「せつト

レ」を取り入れ、児童の体力、

筋力、筋持久力の発達を図る。

・体育委員による学年遊びを学

　期に何度か実施し、運動の機

　会を増やすとともに異学年交

　流を図る。

・学年の実態や、領域ごとに必

　要な動きの取得を鑑みて、備

　品を配備し、必要に応じて購

　入、また用途を周知してい

　く。

B

・毎回の体育の授業で取り組んでい

　るクラスや学年では児童も多様な

　動きに慣れ、習慣化できていた。

・体育委員がせつトレの見本動画を

　撮影し、スクールタクトで配信し

　たが、うまく有効活用はできてい

　なかった。

・全クラスでの実施ができていな

　かった。

・毎回対象学年の児童はほぼ全員意

欲的に参加しており、体を動かすだ

けでなく、異学年交流の機会となっ

た反

面、学期に一回しか実施できなかっ

た。

・体育大会の表現運動について、複

数学年で一部を外部のダンス講師に

委託したことで、具体的な指導方法

や表現の幅が広がり、子どもたちの

意欲向上にもつながった。

・体育委員を中心とした高学年の

　「せつトレ見本動画」を作成し、

　配布することで低学年でも動きの

　イメージを抱けるよう取り組む。

・全クラスで授業前にせつトレに

　取り組む。

・体育委員による見本動画を、学校

　全体で確認できるようにし、有効

　活用する。

・全体遊びだけでなく、希望者だけ

　が参加できるミニゲームやウォー

　クラリーなど多様な形での外遊び

　に対する啓発、機会づくりに取り

　組む。

①キャリア教育の視点をもった

　授業づくり。

②③児童が悩みを相談しやすい

　　環境づくりをする。

・各教科の学習と実生活に必要

　な知識や技能とを関連付ける

　ために、個々の役割やその重

　要性などを知る。

・キャリアパスポートの記入、

　授業での活用。

・SC,SSWとの連携、ケース会議

　や保護者面談への参加。

・生活指導部会や職員会議、各

　研修会における児童の情報共

　有から問題事案の早期発見・

　早期解決につなげる。

・児童アンケート「学校で勉強

　することの意味や働くことの

　大切さについて教えてもらっ

　ている」への肯定的な回答が

　90％以上になる。

・自身の成長を実感しながら

　キャリアパスポートを書くこ

　とができる。

・児童アンケート「悩みや不安

　がある時に、相談しようと思

　う先生がある」への肯定的な

　回答が80％以上になる。

・SC,SSW,養護教諭,児童支援で

　の連絡会議を月に1回以上行

　い、相談が必要な児童を共有

　し、必要な支援につなぐ。教

　職員間で児童に関する情報を

　共有する時間を月に1回以上設

　定し問題事案の改善を図る。

B

・前年度よりも肯定的な意見が3％

　増えて85％となっているが目標に

　届かなかった。学習した内容を実

　生活でどのようにいかすのかとい

　うことについて、具体的な指導が

　必要であった。

・１年間の成長をふりかえり、前年

　度と比較して書くことができた。

・アンケートに対する肯定的な回答

　は68％にとどまったため、今後の

　課題として取り組む必要がある。

・管理職、学年、生徒導、SSW、

　SC、専科等からの情報を集約し、

　必要に応じてケース会議を開くこ

　とで、学校全体で指導の方向性を

　統一するとともに情報共有を図る

　ことができた。

・別室利用児童の日々の様子を簡潔

　に記録し、それを基に毎月ミニ会

　議を開くことで継続的且つ漸進的

　な支援を図ることができた。

・学習した内容が、キャリア形成に

　どのようにつながるのかを示して

　指導する。また、将来のキャリア

　形成について、自分から考えるよ

　うな活動を取り入れていく。

・悩みや不安を抱える児童の思いを

　聞くことができていないことにつ

　いて、「学校としていつでも聞く

　体制づくり」だけでなく、「聞く

　機会」そのものを教師側から設け

　る必要がある。何かあったら聞く

　のではなく、普段から意識して児

　童に声かけや面談を行い、悩みや

　相談でなくとも、先生が話を聞い

　てくれるという意識を児童に持っ

　てもらうことから再度体制づくり

　を進めていく。

・児童の話を聞く時間を捻出するた

　めにも、会議の精選や時間の短縮

　をより一層すすめていく。

・道徳の価値項目と自分の生活との

　関わりを意識させながらも、生活

　の反省会にならない、プラスで自

　分事に返していける授業展開を探

　る。

・研究タイムのメンバーが固定され

　ているので、価値項目でグループ

　を組むなどして、より議論が深ま

　るよう工夫する。また、研究タイ

　ムが長くなりすぎないように時間

　を決める。

・学校内での支援体制構築や情報共

　有の精選が一定の効果をあげてい

　る一方で家庭基盤の不安定な児童

　や、学力面での課題が大きい児童

　については、別室対応だけでな

　く、SSWや通級など他機関との連

　携やより専門性の高い支援につな

　ぐ必要がある。

・いじめを主訴とした長期欠席や重

　大事態が発生しなかったことを今

　後の仲間づくりや学級経営に生か

　すとともに、児童職員ともにささ

　いなことにも気づき、言い合える

　風土づくりを各分掌と連携しなが

　らすすめる。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進

②いじめ等の未然防
　止、早期発見、早期
　対応に向けての組織
　的な取組の推進

③不登校の児童生徒や
　その保護者への支援
　体制の充実

④体験活動等の実施

教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
　クールソーシャルワーカー
　の活用
③教育相談の充実

・校内研究と並行し、児童が自

　分の問題をとして捉え、自分

　の生き方につなげられる道徳

　の授業を目指す。

・よりよい道徳授業を模索する

　ため、学年・学団で道徳的価

　値や授業について議論する。

・部会や職員会議、また学級に

　関わる教員との情報交換を定

　期的に行い、いじめはじめと

　する事案の未然防止と早期発

　見に努める。

・欠席、行き渋り、遅刻傾向の

　ある児童については始業前後

　に家庭へ連絡を取る。また担

　任だけでなく、児童支援をは

　じめとする他の教員と連携し

　て対応する。

・年度毎の児童の様子や行って

　きた支援策などの記録を残

　し、継続的な児童支援を行え

　るようにする。

・仲間づくり集会（年３回）を

　実施し、思いやりの心や自尊

　感情を高める。

・より多くの児童が、ふり返り

　で価値について考えを深めた

　り、自分の生き方について考

　えたりする。

①道徳教育の充実

②いじめの未然防止・早期発見

②③友だちの考えを認め合う学

　級づくりに取り組む。

③不登校の未然防止を図る。

・授業で価値について深めるだけで

　なく、自分の問題として考えた

　り、今の自分やこれからの自分を

　見つめることができた。

・研究タイムは、年間行事に入れ

　ることでどの学団も計画的で活発

　な議論ができた。来年度に向けた

　アンケートでも、職員から大変有

　意義な取り組みだったとの高評価

　であった。

・児童の情報交換を職員会で集約

　し、顔写真と併せてデータと紙の

　両方で保管することで職員室内で

　あればどの職員でもすぐに確認が

　でき、未然防止や早期発見の手立

　てとなった。

・1月末時点で病気や特別な事情を

　除き欠席数が30日以上になった児

　童は4名おり、全体の約１％であ

　る。全体での割合が低下しただけ

　でなく、欠席日数が100日を超え

　る児童及び２学期に５割以上欠席

　した児童がいないことは、担任と

　児童、保護者が一年をとおして良

　好な関係を構築できたこと、また

　校内教育支援センター等学校での

　支援体　制が功を成したといえ

　る。
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・多くの児童が、授業を通して

　道徳的価値を深めたり自分の

　生き方、生活に結びつけて考

　えることができる。

・テーマを自分の問題として捉

　え、問いに対する解を得よう

　と進んで学ぼうとしている。

・教師が、月１回の研究タイ

　ムで、自分の実践について議

　論し、考えを深めたり広げた

　りしている。

・部会と職員会議で気になる児

　童の事例や変化について情報

　交換を月１回行う。

・長期欠席者を全体の１％未満

　及び、いじめを原因とする不

　登校０にする。

A



②特別支援教育に対する全職員

　の共通理解を深め学校全体で

　取り組む体制を構築する。

②特別な支援を要する児童の教

　育的ニーズを把握し、必要に

　応じた支援体制を整える。

・特別支援教育に関する知識を

　深めるための研修会を実施。

・個別の指導計画の作成及び活

　用。

・職員アンケート「特別支援

　教育推進委員会は支援を要す

　る児童の共通理解を図り、適

　切な校内体制を組んでい

　る。」への肯定的な回答が

　95％以上になる。

A

・車いすの児童が入学してきたた

　め、学校内で支援体制を組んだ

　り、夏季研修を実施したりして、

　教職員の共通理解を深めることが

　できた。

・職員研修や毎月の会議で情報交換

　を行うことで、特別な支援を要す

　る児童の実態や対応について全職

　員で共通理解を深めることがで

　き、肯定的な回答が96％という結

　果につながった。

・個別の指導計画を立てることで、

　児童１人１人のニーズを把握し、

　見通しを持って支援を行うことが

　できた。

・引き続き、職員研修や情報交換を

　行うことによって、全職員が共通

　理解をもって特別な支援を必要と

　する児童に関わっていく。

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活性化
②特別支援教育の充実

学

校

教

育



①個々の教師の資質を向上させ

　る。

・一人最低1回の授業公開をす

　る。

・校内の課題応じた授業展開を

　模索する。

・授業公開し、多くの先生方

　に参観してもらい感想や指導

　をいただき、自身の授業力向

　上を目指す。

・各学団で年１回、計３回の授

　業公開と事後研究会を開く。

・各学団で授業について議論

　し、授業についての考えを深

　める。

・子どもが問いを持ち、その問

　いを解決しようと意欲的に活

　動できるような授業展開を考

　える。

A

・一人一授業の公開はできたが、参

　観できる教師が少なかった。

・授業公開後は、授業者の希望があ

　れば30分のショート事後研を行っ

　た。様々な先生方の考えに触れる

　ことができ、昨年度までの個別で

　指導を仰ぐスタイルよりは学びが

　多かった。

・2回目研究授業を取り入れること

　で、昨年度よりも複数（他学団）

　で道徳の授業について議論する回

　数が増えた。

・子どもが問いを持てるような導入

　の工夫に努めたが、教材や価値に

　よっては難しいものもあった。導

　入で生活に基づく話題にすること

　で、ふりかえりや終末でも生活に

　話しが自然と戻ることができ、よ

　り自分の問題として考える道徳が

　展開できた。

・一人一授業を無理ない範囲で計画

　的に実践する。一人１授業の目的

　を明確にする。

・講師の先生がいない研究授業があ

　り、道徳の授業づくりで多くの先

　生が抱いている疑問などを解決で

　きなかった。校内研究、事後研、

　夏季研修は、できるだけ助言して

　いただける講師の先生に依頼す

　る。

・生活経験が少なく、教材理解が難

　しい子どもの実態は、問いを持つ

　ことを難しくさせている原因の一

　つでもあるので、ＩＣＴなどを利

　用し教材理解や生活場面の理解が

　スムーズにできるよう工夫する。

①②コミュニティスクールにお

　　ける地域と学校の連携、協

　　働。

・学校運営協議会において、

　課題を地域と共有し、課題解

　決に向けた協力体制を整備す

　る。

・積極的に意見が交わされるよ

　う、職員と委員の意見交流の

　場や児童の様子を見てもらう

　場を設定する。

・年に1回以上、授業や学校行

　事を参観してもらう機会か、

　意見交換を行う機会を取って

　いる。

A

・授業中や休み時間での取り組み

　を、地域の方に協力していただい

　たりして、子どもたちの活動を広

　げることが出来た。

・今後も要望をあげていくことで、

　お互いに子どもたちのために、サ

　ポートしていただける場を持つこ

　とが必要である。

①②③地域や学校施設の実態に

　　　応じた安全教育を推進す

　　　る。

　　④学校施設を安心して使え

　　　るための整備点検。

　　⑤教職員の勤務実態を把握

　　　した上での働き方改革を

　　　推進する。

・火災、防犯、風水害それぞれ

　に対応した訓練を実施する。

・まなびポケットを活用した

　メール訓練を実施する。

・交通ルールや遊具、備品など

　の安全な使い方を指導する。

・自転車教室など発達段階に応

　じた交通安全教室の実施。

・月一回の安全点検を実施す

　る。

・教職員を対象としたアンケー

　トを今年度も実施し、今まで

　実施してきた業務改善をふり

　かえり見直ししたり、業務改

　善すべきことを話し合ったり

　して、業務改善に取り組む。

・保護者アンケート「お子さん

　は自分の身を守り安全に生活

　するための方法を理解してい

　る。」の肯定的回答が90％以

　上になる。

・保護者アンケート「学校は学

　習の場として子どもが活動し

　やすい環境を整えている。」

　の肯定的回答が90％以上にな

　る。

・教職員向けの学校評で、「学

　校は、職員集団として適切に

　機能させるため、業務改善委

　員会を通して、業務の改善が

　図られている。」の項目で肯

　定的評価が90％以上になる。

A

・保護者アンケート「お子さんは自

　分の身を守り安全に生活するため

　の方法を理解している。」の肯定

　的回答が88％だった。目標値をや

　や下回ったが、概ね肯定的な回答

　だった。

・保護者アンケート「学校は学習の

　場として子どもが活動しやすい環

　境を整えている。」の肯定的回答

　が100％だった。

・学校評価での肯定的評価は92％で

　あり、職員アンケートを通して業

　務改善につなげることができた。

・2学期の初めに「随時気づいたこ

　とがあれば、お知らせください」

　という形で、意見を募ったが、呼

　びかけた時以外は意見が出てこな

　かった。

・引き続き災害に対応した訓練を行

　う。訓練内容も、反省を元にブ

　ラッシュアップさせたい。

・引き続き、自転車教室など発達段

　階に応じた交通安全教室の実施を

　行う。

・月に一度の安全点検を引き続き行

　う。

・早い段階で業務改善の意見を募

　り、毎月の行事委員会の連絡と合

　わせて、意見を募り、多くの意見

　を吸い上げて、業務改善につなげ

　たい。

学校関係者評価総括

教

育

環

境

の

整

備

・

充

実

教職員の資質向上

①研修等の充実

学校を支える組織体制の整備

①コミュニティ・スクールの

　充実
②地域と学校の連携・協働体
　制の構築

安全・安心な教育環境の充実

①学校園防犯訓練・防災教育
　の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
　保全
⑤学校における働き方改革の
　推進

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点

学

校

教

育


